
 

 
台湾 花東線複線化 設備更新・改修事業を受注 

 
⽇本信号株式会社（本社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：塚本英彦）は、台湾交通部鉄道局 

より「台湾・花東線の設備更新・改修事業 (信号 電子連動装置更新、変電、電力監視制御システム及
び通信システム改修)」を受注いたしました。 

本事業は、２０２３年８月に当社が受注した「台湾・花東線の複線化に向けた既設設備の 
改良事業」に続く入札案件であり、信号 電子連動装置更新をはじめとした花東線（花蓮〜知本間）
複線化に関する事業となります。 

当社は、２０２１年１２月、信号システムの設計・施工を請け負った「台湾南廻線電化工事」に 
おいて、台湾の公共工事において最も栄誉ある賞「公共工事金質奨 特優」を受賞しております。 

台湾で培ったノウハウの活用により、本工事の確実な履行を実施し、台湾東部における鉄道輸送力 
の強化、利便性向上に寄与するとともに、台湾の安全で快適なまちづくりに引き続き貢献してまい 
ります。 

 
＜案件概要＞ 

受注金額 
約５４億 台湾ドル (約２５４億円) 
 ※１台湾ドルー４．７円で換算 

対象区間・ 
事業内容 

（１） 信号 電子連動装置更新：連動駅１６駅 １０１ｋｍ  
（２） 通信システム改修：１６２．５ｋｍ 
（３） 変電システム改修：関山、玉里、台東 計３か所 
（４） 電力監視制御(SCADA)システム改修：指令所（台北）及び変電所 ３か所  

工事期間 ２０２４年１月〜２０２８年１２月（５年間を予定） 
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出典：台湾鉄路股份有限公司 WEB サイト 

問い合わせ先 
 ⽇本信号株式会社  

〒１００-６５１３ 東京都千代⽥区丸の内１-５-１ 新丸の内ビルディング１３階 
総務部 Tel  ０３-３２１７-７２００   Fax  ０３-３２１７-７３００  E-Mail  info@signal.co.jp 

 

２０２４年 2 月２２⽇  ⽇本信号株式会社 


